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 重要な公共交通機関である鉄道は、少子高齢化で需要拡大による増収が望めないなかでも安

全性や利便性の向上など継続的な投資が必要であり、近鉄京都駅では駅構内での収益事業（ホ

テル建設）を組合わせてホーム増設工事を実現した。施工場所は幹線鉄道に囲まれた狭隘な敷

地条件で難易度の高い工事であったが、無事故で完成させた工事の課題と施工結果を報告する。 
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1.  はじめに 

 
 京都駅は1日約60万人が利用する一大ターミナルであ

り、9万人の乗降客が利用する近鉄駅は３面３線の櫛型

ホーム配置の終端駅であるが、狭隘なため混雑緩和対策

が要請されていた。近鉄駅は新幹線京都駅と同じ高架の

下階にあるが、北側に隣接するＪＲ京都駅との間のわず

かな近鉄敷地に１面１線のホームを増設し、この上空に

ホテルを建設したものである。両側をＪＲと新幹線･近

鉄の営業線に挟まれた、狭隘で長大な敷地で用地全幅へ

の構築と、寄付き道路が西側のみという難易度の高い工

事について、安全施工の観点から結果を報告する。 
 
 

2.  工事の概要と課題 

 
(1)  工事概要  
 幅約12ｍで延長約250ｍの敷地に１面１線のホームを

増設する土木工事と、この上空にホテルを新設する建築

工事を一体的に行うもので、各諸元を（表-1）に示す。 
 
(2)   施設の構造概要と配置 
新設線路は、既設部と同じ高さに構築する軌道床版に

敷設する高架鉄道になり、この上にホームを新設する。

ホテルはＲＣ造で、ＪＲ敷地境界側と新設ホームを貫通 

する柱を設置し、この躯体上に中間免震装置を設置して

その上に６層階の客室を配置する構造である。これらの

共通の基礎であるマットスラブは、厚さ2ｍ×幅10.8ｍ

×延長175ｍのＲＣ一体構造物である。（図-2） 

施設配置は東側がＪＲ京都駅中央通路に接して外部道

路との接続がなく、西側はＪＲ西日本京都支社の構内を

経て堀川通りに接続するほか、近鉄高架下通路を横断し

て新幹線高架下から八条通りに接続する。（図-1） 
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【土木工事】 軌道 4号線新設工事 

軌道床版 幅 12ｍ×延長 173ｍ、  ホーム 幅 8.5ｍ×延長 140ｍ 

【建築工事】京都駅ホテル建設工事  
RC造 地上８階・塔屋１階 (軒高 30.35ｍ・最高 35.00ｍ) 

中間免震構造 

建築面積：2,465.87㎡ 、延べ床面積：14,299.49㎡  

表-1京都駅ターミナル整備工事 諸元一覧
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図-1 位置平面図 

図-2 ホーム・ホテル断面図
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(3)   施工の要領 
a) 横断面方向の施工要領 
 右記フローの手順で施工したが、地下に遺跡包蔵層が

あるため掘削途中で発掘調査を行った。構築では、マッ

トスラブから軌道床版まで建築躯体の柱と共に土木工事

を施工し、軌道床版完成後はこの上にタワークレーンを

設置して建築工事を行った。建築躯体と外装工事完了後

にクレーンを撤去し、ホーム新設の土木工事を行った。 
b) 縦断方向の施工要領 
 軌道床版完成後に建築工事に着手する手順だが、軌道

床版全長の完成を待ってから着手したのでは長大な工期

設定が必要で、ホテルの事業計画が遅延するため、全長

を３工区に分けて軌道床版完成区画から順に建築工事に

着手する計画とした。このため、工事の縦断方向では土

木･建築の工事が同時進行する場面が生じる事になる。 
 
(4)   工事の課題 
a) 鉄道営業線近接工事 
工事場所は、わが国でも有数の重要な幹線鉄道に両側

を挟まれた場所で、「想定外の事故」でも許容されない

「絶対の安全確保」が至上命題であった。このため、選

定する施工法だけでなく、自然災害に対する安全対策に

ついても確実な施工計画を求められた。 
b) 資機材の搬入ルートの確保 
工事場所が東西に細長く、寄付き道路が西側の一方向

のみで敷地全幅に構造物を構築するため、この敷地をそ

のまま運搬ルートに設定して工事を行うと、東側奥から

片押し施工する事になる。これでは長大な工期設定が必

要となるため、各施工段階の工事内容に適した搬入計画

を策定する必要があった。 
c) 事業工期の確保 
収益事業の投資計画に見合う工期設定（ホテル４５ヶ

月、ホーム４８ヶ月）で工事工程を計画する必要があり、

上記の厳しい条件を考慮したうえで工事工程を策定した。 
 
 

3.  工事の課題に対応する施工計画 

 

(1)  マットスラブの分割施工計画 

用地全幅にマットスラブを構築するので、これを連続

して全幅掘削すると東側奥へのＲＣ工事資材を搬入して

の作業ができなくなる。これを１パーティー施工単位の

延長２０ｍ程度で、埋蔵文化財調査を含めた掘削～構築

を繰り返すと全体工期が長大になる。このため、マット

スラブを南北に２分割して施工する計画とした。敷地の

中央部に土留杭を打設して南側を工事用通路として残し、

北側を先行掘削してマットスラブの半分を構築し、次に

北側の完成したマットスラブ上を工事用通路として南側

を掘削し構築する計画とした。（図-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  揚重工事の計画 

a) タワークレーン工法 

 揚重作業は、新幹線京都駅の側部上空での工事となる

ため、新幹線近接工事で多くの実績があるタワークレー

ン工法で計画した。タワークレーンの基礎を軌道床版に

設置するため、床版の構造耐力から設置可能なクレーン

規格は１ｔ吊能力となり、ホテル建物全長175ｍに対し

て３基の設置が必要であった。 

タワークレーンの設置・撤去は軌道床版上に移動式ク

レーンを据付けて行うが、ホテル躯体が建ち上がると西

側に据付ける移動式クレーンでは届かないものがある。

このため、建物の屋上でタワーから外し自走して移動で

きる機種を使用する計画とした。（図-5） 

図-3 施工フロー図 

 土木工事 建築工事

軌道床版RC構築 ２階柱・壁RC構築

軌道床版通路供用 建築躯体工事（免震）

建築躯体･外装工事

ホーム床版RC施工 建築内装・仕上工事

ホーム仕上工事 EV・機械設備(１F)

線路敷設工事 ホテル開業

増設ホーム供用

１次掘削

文化財調査

２次掘削

RCマットスラブ構築

タワークレーン撤去

土留鋼矢板打設

タワークレーン建方

北側施工時 南側施工時 

南側 

存置 

北側 

施工 

北側 

完成 

南側 

施工 

図-4 マットスラブ分割施工要領図
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b) 免震装置の施工 

計画のタワークレーン能力では免震階に設置する免震

装置の据付け作業ができない箇所があり、タワークレー

ンの能力を補うために、免震階の床版上にミニクローラ

クレーンを配置して設置する計画とした。当該クレーン

は軌道階から移動式クレーンで吊上げる計画とした。 

 

(3)  建築躯体工事の３工区ブロック分け 

事業計画の工期を確保するために、ホテル建物を１基

のタワークレーンがカバーできる区画に区分し、軌道床

版が完成した区画から建築工事に着手することとした。

建物は東西に約175ｍの延長があり、図-5のように東中

西の３工区に区分して建築工事を施工する計画とした。 

 
(4)  土木･建築同時施工時の工事資機材搬入計画 
a) 土木･建築同時施工時の課題 

建築で先行する東工区に資機材を搬入するには、土木

工事で施工中の軌道床版構築部を通過する必要があり、

実施可能な既存の土木工事仮設工法を検討した。 

b) 鋼製覆工通路の設置 

 軌道床版躯体は地下鉄開削トンネルと相似の形状であ

り、地下鉄工事と同様に床版上空に路面覆工を架設して

通路とし、図-6のようにこの下でＲＣ床版を施工する計

画とした。 

c) 軌道床版上の通路 

軌道床版は電車対応で強度が大きく、タワークレーン

の基礎を設置することもあり、建築工事の施工ヤードと

して活用することにした。軌道床版構築後に養生硬化が

完了した区画で、順次鋼製覆工通路を撤去して車両を床

版上に進入させる計画とし、通路の支障になるホームの

構築は建築躯体工事が終了してから着手する計画とした。 

d) 生コンクリート運搬計画 

 土木・建築とも躯体の構造がＲＣ造であり、生コンク

リートの搬入計画が重要であった。マットスラブ通路お

よび鋼製覆工通路は大型生コン車の通行可能な幅員で計

画し、コンクリート打設箇所の直近まで生コン車で搬入

する計画とした。 

 

 

4.  課題の工事計画に対する施工結果 

 

(1)  マットスラブの施工結果 

南北の分割施工は事前の施工計画どおりに実施し、構

築工程を満足する結果であったが、１パーティー施工区

画（20ｍ程度）のコンクリートの打設で、他区画の掘削

や躯体施工との競合が発生した。工程管理に対する影響

が大きかったので、競合を避けるために西側ヤードから

長距離をポンプ圧送して打設した（詳細は後述する）。 
マットスラブの主鉄筋はＤ38 @125mm～@250mmが、上面

と下面に各3段～１段の配置となっており、長辺方向を

分割施工したため多大な数量の施工継手が必要となった。 

 

図-5  タワークレーン設置計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6  鋼製覆工設置計画図 
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①鋼製覆工上走行 

（覆工下・床版構築工事） 
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②軌道床版養生完了後 
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太径鉄筋の接続方法として機械方式の「エポック継手」

を採用し、工程が遅延することなく施工できた。 

掘削では１段目を全長掘削して京都市埋蔵文化財研究

所の専門家による埋蔵文化財調査を実施したが、２回の

発掘調査となったため、当初工程に対する遅延を生じて

工程を逼迫させた。マットスラブの２分割施工の状況を

下の（写真-1）に示す。 

(2)  タワークレーンの施工結果 

a) 旋回･起伏等規制 

 揚重作業はクレーンを建物外部足場の防護設備の内側

だけで稼働させ、クレーンブームが防護設備からはみ出

す反転旋回は夜間線路閉鎖にて行う事として、各鉄道事

業者と安全協定を締結した。吊荷が営業線の上空に出る

ことがないように、旋回や起伏操作にリミッターを取り

付けて範囲を制限し、また外部足場の高さより吊荷が上

がらないように巻き取り高さも制限した。さらに、荷を

吊り上げている状態が列車の運転士などに不安感を与え

ないように、荷揚げ場所は足場で囲いをつけてその中で

揚重するようにした。 

b) 設置･撤去の状況 
建築工事３工区（東・中・西）で、それぞれタワーク

レーンを１基配備したが、東工区を最小に設定して建築

躯体工事の終了を中工区の軌道床版工事完了に合せるこ

とにより、東工区のタワークレーンを中工区に移設した。

これにより、タワークレーンの最大同時稼動台数は２台

となった（図-5）。 

西工区のタワークレーンを、走行式に変換することが

可能な機種とし、躯体工事完了後に屋上走行して中工区

のタワークレーンに近づいて解体し、その後に西端まで

走行して地上クレーンで解体撤去した。 
c) 台風対策 

タワークレーンは強風に対する安定上の弱点があり、

気象条件によるそれぞれの安全確保対策を実施した。通

常台風時の対策としては、ブームを15°に倒して旋回ブ

レーキを解除し強風を受け流す方法が採用される。しか

し当現場でこの方法を採用すると、風の向きによっては

営業線の上空を旋回することになるため不適格であった。

このため、暴風警報の発令が予想される場合は、予めク

ライミングダウンさせてジブ角度を約15°とし、ジブの

先端をジブ受架台に載せて固定する方法を採用した。実

際の台風接近時に実施したが、問題なく台風をやり過す

ことができた。（写真-2） 

d) 地震対策 

タワークレーンは設計上震度５強でも耐える設計とな

っているが、それ以上の大地震が発生した時の対策とし

て、クレーンが破壊しても敷地内建物範囲の被害に留め

る（営業線に被害を及ぼさない）ことに重点を置いた。 

 アンカーボルトの破断による被害は重大な影響を及ぼ

すので、震度７にも耐えられるようアンカーボルトの有

効径を大きくした。また、工事進捗にあわせてマスト１

本ごとにクライミングを実施し、上部の振幅を押えた。 

阪神大震災時のクレーンの破壊状況を研究した結果、

当現場で使用したクラスのタワークレーンはジブの破壊

が大半であった。このためジブが折れても下まで落下し

ないこと、又は敷地内での落下に留めるため、ジブ内に

落下防止ワイヤーを配備して根元と先端及び想定される

座屈位置を結束した。 

作業中の対策では、緊急地震速報システムのアラーム

をキャビンに設置し、速報が入れば直ちに吊荷をできる

だけ低く降ろし、ジブを建物方向に向けて約15°の起伏

状態にするように規定した。このためには、荷を吊り上

げていない時は建物中央にジブを旋回させて約15°の起

伏状態で待機し、作業終了時はフックアンカーを利用し

てジブ先端をワイヤーロープで固定することとした。 
e) 今後の課題 

台風など数日前から接近が把握できる災害については、

わかりやすい工事休止基準を策定し実施した。しかし地

震については、クレーン供用中に東日本大震災があり京

都でも震度３を記録したが、緊急地震速報が作動するこ

とはなかった。この時は地震対応計画が有用であったが、

大きな地震に対応可能か否かは今後の課題であり、ハー

ド面では有用な機器が登場しているが、ソフト面での運

用手法の確立が必要と考える。 

写真-2  タワークレーン台風対策状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1  （左）北側・（右）南側施工状況 

南 北 南 北

ジブ受架台 

アンカー 
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(3)  中間免震階の施工結果 

埋蔵文化財調査による工程遅延で中工区の軌道床版構

築が遅れたため、東工区の免震階にミニクローラクレー

ンを吊上げる移動式クレーンを軌道床版上に据付けられ

ない状況となった。このため、分解組立式の4.8ｔ吊ク

ローラクレーンを調達し、タワークレーンで免震階に部

品を荷上げして現地で組立て、工程が遅延することなく

免震装置を設置できた。（写真-3） 

 

(4)  工事用通路の施工結果 

a) 鋼製覆工通路の設置 

 マットスラブ上に支柱を建てて鋼製覆工を架設した。

支柱は軌道床版を貫通するため貫通箇所の鋼材はコンク

リートに埋め込みとした。鋼製覆工直下で軌道床版を施

工することにより、東側のホテル構築への資材搬入を途

切れさせることなく施工することができた。（写真-4）  

b) 軌道搬送設備への変更 

 埋蔵文化財調査の遅延で、中工区のタワークレーン設

置までの工程短縮が必要となり、中工区の鋼製覆工の架

設撤去工程を省略する事とした。鋼製覆工の計画は床版

上に運搬路を設定したものだが、マットスラブ上にシー

ルドトンネル工事の軌道搬送装置を設置し、床版下での

運搬路を設定することにした。短期間で軌道装置を敷設

し、周囲に型枠支保工を設置して床版構築を先行したこ

とで、中工区の建築工程を確保できた。東工区への資機

材運搬では、軌道台車（3ｔ積）に積替えを行ったので、

10ｔトラックで直接搬入するよりも効率は落ちたが、全

体工期を守るためには有効であった。（写真-5） 

c) 軌道床版上の通路 

軌道床版の西端に鋼製覆工通路を残置して、建築工事

段階まで軌道床版を工事用通路として活用した。建築躯

体工事の完了後に新設ホームの構築工事を開始したが、

全体工程を守る事ができた。 

 

 (5)  生コンクリートの搬送 

各種の工事用通路を計画してコンクリート打設箇所の

近くまで生コンを運搬する計画であったが、コンクリー

ト工の数量が大きいので、他工種作業の搬入路を閉鎖す

ることなくコンクリート打設を行うため、新幹線高架下

の八条通側出入口に大型ポンプ車を設置し、打設箇所ま

で約250ｍ配管し長距離圧送を行った。（図-2） 

これによりコンクリート打設時の搬入路には圧送配管

が設置されるだけで、通常の資機材搬入を遅滞なく行う

ことができた。また建築躯体工事では、軌道床版通路に

中継ポンプを配置し、高強度コンクリートを上階に支障

なく圧送し打設できた（写真-6）。 

 

(5)  鉄道に対する安全対策 

a) 防護柵などのハード面について 

 鉄道営業線に対する防護設備は、地上でＪＲ西日本の 

 

 

 

 

 

 

 

 

軌道搬送設備 

荷の積替え･荷揚げ兼用の

ラフタークレーン 

施工中の軌道床版 

ホテル施工箇所へ荷を運搬 

写真-3 組立式クローラ クレーン 

写真-5 軌道搬送設備 

ホテル施工箇所へ荷を運搬 

鋼製覆工下で軌道床版施工 

写真-4 鋼製覆工通路 

写真-6 中継ポンプ車による打設状況 
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線路に対する防護柵と、２階では近鉄線路に対する防護

柵を設置した。建築躯体施工時の外部足場にはメッシュ

シートを張り、内側に特殊クランプを用いて養生金網を

固定した防護工を設置した。２階部分の近鉄の線路に対

しては、足場板の上に防炎シートを、下側にはメッシュ

シートを張った完全覆いの防護工を設置した（写真-7）。

これらの外部足場の組立･解体は、全て夜間休電作業で

施工した。 

b) 保安体制などソフト面について 

 新幹線（ＪＲ東海）及びＪＲ在来線（ＪＲ西日本）は、

近鉄により近接工事協議を行い保安体制を取り決めた。 

工事着工後は、主要工種毎に着手前に詳細な施工計画や

保安体制を近鉄と請負者で再確認し、鉄道事業者間の定

期的な協議の場で周知して施工した。 

c) 近接する鉄道施設の安全管理について 

マットスラブの掘削時には周辺地盤の変位が予想され

たため軌道監視を行った。ＪＲ西日本の在来線について

は、土留め壁の変位計測（３回/日）及び軌道検測（Ｊ

Ｒ西日本委託：１回/週）を行い、異常が計測された際

の対応を取り決めた。 

また近鉄及び東海道新幹線の高架橋については、自動

計測装置（沈下計測、傾斜計測）を取り付けて24時間監

視し、異常発生時の対応を取り決めた。 

 

5.  おわりに 

  

今回の工事はわが国有数の重要幹線鉄道に挟まれた厳

しい条件下での工事であったが、2008年4月に着手し

2011年9月にホテルが、2012年2月に増設ホームが無事故

で完成した（写真-8）。 
事業の成果として、ホーム増設により乗降客が分散さ

れたことや、線路増設により列車の停車時間の増加（一

例として昼間の特急の折り返し時間が約10分から約35分
になった）により、乗客が早く乗車できることでホーム

の混雑は大幅に改善された。また乗務員の交代時間にゆ

とりができて負担が軽減され、安全性が増した。 
駅中事業については、2011年10月に開業した「ホテル

近鉄京都駅」の集客も好調とのことである。 
施工技術について特筆すべきは、施工の確実性や安全

性に実績のある既存の建設技術を、土木・建築が一体と

なって工夫し運用したことで、収益事業の採算性に見合

うコストでの工事を完成させることができた点である。 

 

 

写真-8 完工後 

 
写真-7  近鉄線に対する防護設備 

 
図-7  完成断面図（パース） 
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